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プログラム担当者の構成

人

人

構造生物学分野の講義・実習
構造生物学,生物
分子科学・博士

(理学)

国立研究開発法人　量子科学技術
研究開発機構・上席研究員玉田　太郎

自己評価委員、構造生物学分野の講義・
実習大岩　和弘 オオイワ　カズヒロ

国立研究開発法人 情報通信研究機構・
未来ICT研究所・主管研究員

生物物理学・
理学博士

シン　ケンジン沈　建仁

タマダ　タロウ

構造生物学分野の講義・実習
構造生物学・

理学博士
岡山大学大学院・自然科学
研究科・教授

林　茂生 細胞生物学分野の講義・実習
発生生物学・

理学博士
ハヤシ　シゲオ

国立研究開発法人 理化学研究所・発生多細胞ｼｽ
ﾃﾑ研究ｾﾝﾀｰ・ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ

コーディネーター補佐、運営委員会教務作業部会員、
細胞生物学分野の講義・実習

運営委員会教務作業部会員、細胞生物学
分野の講義・実習

運営委員会・財務・庶務作業部会長、構
造生物学分野の講義・実習

神経生物学・
博士(理学)

生命理学研究科・ピコバイオロ
ジー専攻・教授

イシカワ　テツヤ

ヨシヒサ　トオル

石川　哲也

構造生物学分野の講義・実習
放射光構造生物
学・博士(理学)

理研・播磨研究所の教育研究活動の統
括、構造生物学分野の講義・実習

放射光Ｘ線光
学・工学博士

国立研究開発法人 理化学研究所・
放射光科学総合研究ｾﾝﾀｰ・ｾﾝﾀｰ長

国立研究開発法人 理化学研究所・放射光科学総
合研究ｾﾝﾀｰ・基盤研究部長

ヤマモト　マサキ山本　雅貴

吉久　徹

ヨシダ　ヒデロウ吉田　秀郎

分子生物学・
理学博士

分子生物学・
博士(理学)

生命理学研究科・ピコバイオロ
ジー専攻・教授

生命理学研究科・生命科学専攻・
教授

運営委員会財務・庶務作業部会員、構造
生物学分野の講義・実習

構造生物学・
博士(理学)

生命理学研究科・ピコバイオロ
ジー専攻・教授

生命理学研究科・ピコバイオロ
ジー専攻・教授

吉川　信也

ミヤザワ　アツオ宮澤　淳夫

ミネユキ　ヨシノブ峰雪　芳宣

ミズシマ　ツネヒロ水島　恒裕

自己評価委員（委員長）、構造生物学分
野の講義・実習

生物化学・
理学博士

生命理学研究科・ピコバイオロ
ジー専攻・特任教授

ヨシカワ　シンヤ

運営委員会広報作業部会員、細胞生物学
分野の講義・実習

植物細胞生物学・
理学博士

ヒグチ　ヨシキ樋口　芳樹

ハッタ　コウヘイ八田　公平

ニシタニ　ヒデオ西谷　秀男

運営委員会広報作業部会員、細胞生物学
分野の講義・実習

神経発生生物
学・理学博士

生命理学研究科・ピコバイオロ
ジー専攻・教授

運営委員会広報作業部会長、構造生物学
分野の講義・実習

構造生物学・
理学博士

生命理学研究科・ピコバイオロ
ジー専攻・教授

ツキハラ　トミタケ月原　冨武

運営委員会財務・庶務作業部会員、細胞
生物学分野の講義・実習

分子生物学・
理学博士

自己評価委員、構造生物学分野の講義・
実習

蛋白質結晶学・
理学博士

生命理学研究科・生命科学専攻・
特任教授

生命理学研究科・ピコバイオロ
ジー専攻・教授

シロ　ヨシツグ城　宜嗣

シンメン　テルオ新免　輝男

サカグチ　マサオ阪口　雅郎

運営委員会教務作業部会員、細胞生物学
分野の講義・実習

植物生理学・
理学博士

生命理学研究科・生命科学専攻・
客員研究員

運営委員会財務・庶務作業部会委員、構造生物学分野
の講義・実習、ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｾﾝﾀｰ長

構造生物化
学・工学博士

生命理学研究科・生命科学専攻・
教授

キタガワ　テイゾウ北川　禎三

運営委員会教務作業部会長、細胞生物学
分野の講義・実習

細胞生化学・
理学博士

メンター、構造生物学分野の講義・実習
構造生物化

学・理学博士
生命理学研究科・ピコバイオロ
ジー専攻・特任教授

生命理学研究科・研究科長、
生命科学専攻・教授

オグラ　タカシ小倉　尚志

オイヌマ　イズミ生沼　泉

ウメソノ　ヨシヒコ梅園　良彦

運営委員会広報作業部会員、細胞生物学
分野の講義・実習

生化学,神経科
学・

博士（生命科学）

生命理学研究科・生命科学専攻・教
授

副コーディネーター、運営委員会教務作業部会長（入
試担当）、構造生物学分野の講義・実習

生物物理学・
理学博士

生命理学研究科・ピコバイオロ
ジー専攻・教授

オオスミ　タカシ大隅　隆

運営委員会教務作業部会員、細胞生物学
分野の講義・実習

発生生物学・
博士（理学）

プログラムの企画推進調整
生化学・理学

博士
生命理学研究科・ピコバイオロジー
専攻・特任教授

生命理学研究科・生命科学専攻・教
授

（プログラムコーディネーター）

事業の総括
情報通信工

学・工学博士
兵庫県立大学・副学長オオタ　イサオ太田　勲

（プログラム責任者）

役割分担
(平成２８年度における役割)

プログラム担当者
現在の専門

学位所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

１５．

外国人の人数 ] 女性の人数

１４． 計 37 名

]2.7%

そのうち、他大学等を経験したことのある者 19 人 そのうち、大学等以外に属する者 17

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 51.3 %]

プログラム実施大学に属する者 19

8.1%１人 ３人[ [

人 プログラム実施大学以外に属する者 18

（機関名：兵庫県立大学　類型：オンリーワン型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：フォトンサイエンスが拓く次世代ピコバイオロジー）



的場　美希 マトバ　ミキ
オックスフォード大学出版局(株)・Global
Academic Publishing部・部長

Academic
Publishing・心理

学
キャリアパス形成のための講義・実習

中村　眞 ナカムラ　マコト
シャープ株式会社
研究開発本部　生活環境研究所　所長

情報システム工
学・健康システム
科学・博士（情報

キャリアパス形成のための講義・実習

伊藤　喜子 イトウ　ヨシコ
ライカマイクロシステムズ(株)・担当マネー
ジャー

顕微鏡ビジネ
ス

キャリアパス形成のための講義・実習

古河　弘光 フルカワ　ヒロミツ (株)システムインフロンティア・取締役副社長
コンピューター
プログラミング

キャリアパス形成のための講義・実習

松山　彰収 マツヤマ　アキノブ
ダイセル化学工業(株)・研究開発本部・研究推
進部・主席部員(H27.4.1職名変更)

マネジメント・応
用菌学・博士(農

学)
キャリアパス形成のための講義・実習

中川　潤 ナカガワ　ジュン (株)トヤマ・開発部・ジェネラルマネージャー
質量分析計・

理学博士
キャリアパス形成のための講義・実習

志賀　匡宣 シガ　ヨシノブ (株)同仁化学研究所・取締役・試薬開発本部長
有機合成化

学・工学博士
キャリアパス形成のための講義・実習

永田　広道 ナガタ　ヒロミチ (株)読売新聞東京本社・編集局次長
科学ジャーナリ

ズム
キャリアパス形成のための講義・実習

茂里　康 シゲリ　ヤスシ
国立研究開発法人・産業技術総合研究所・関西
センタ－・健康工学研究部門・総括研究主幹
（H27.4.1所属組織名変更)

生物分子科学・
博士(工学)

キャリアパス形成のための講義・実習

小泉　聡司 コイズミ　サトシ
協和発酵バイオ(株)・バイオプロセス開発セン
ター・主任研究員(H27.4.1職名変更)

応用微生物
学・農学博士

キャリアパス形成のための講義・実習

現在の専門
学位

役割分担
(平成２８年度における役割)

武田　壮一 タケダ　ソウイチ
国立研究開発法人　国立循環器病研究センター
心臓生理機能部・室長

構造生物学・
博士(理学)

キャリアパス形成のための講義・実習

若林　繁夫 ワカバヤシ　シゲオ

国立研究開発法人・国立循環器病研究センター
研究所・非常勤研究員（H27.4.1所属組織名変
更)

分子細胞生理
学・理学博士

キャリアパス形成のための講義・実習

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
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 [公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入してくだ
さい。） 

本プログラムでは、当研究科が理研SPring-8センターと連携して展開する新学術分野、「次世代ピコバ
イオロジー」構築のための研究活動に博士課程学生を参加させることを通じて、高い研究能力と、それに
裏付けられた確固たる価値観と俯瞰力をもち、広く産学官各分野で活躍できるリーダーを養成する。 

概要 
次世代ピコバイオロジー：生命現象はタンパク質の駆動する化学反応である。タンパク質の機能はそれ

を構成する原子の位置と化学反応性を、それぞれ結晶構造解析法と振動（赤外、ラマン）分光法によりピ
コメートルレベルで解析することによって、化学反応として捉える（反応機構を解明する）ことができる。
生命現象のメカニズムは、個体レベルの生命現象解析から始まってそれを駆動するタンパク質を同定し（細
胞生物学）、次いでそれらのタンパク質のピコメートルレベル解析によって反応機構を解明する（構造生物
学）ことによって、はじめて明らかになる。この全過程をまとめてピコバイオロジーと呼ぶ。また細胞中
では、種々のタンパク質が複雑な集合体を形成することによって高次の機能を発揮しており、この構造機
能解析も生命現象のメカニズム解明に不可欠である。21世紀COEとグローバルCOEの 2つの拠点事業を通
じた、当研究科でのこれらの構造解析法確立への努力の結果、巨大タンパク質の水素原子レベルのX線構
造解析法と、当研究科が開発した世界最高性能の設備による水溶液中のタンパク質の赤外分光解析法がほ
ぼ確立され、「生命現象を化学反応として捉える」という理想が現実のものになろうとしている。一方、新
たに理研播磨に設置されたX線自由電子レーザー施設(SACLA)は、上述の機能性タンパク質集合体の構造解
析法を飛躍的に進歩させることを期待させる。そこで、当研究科では、理研播磨と当研究科の保有する世
界的フォトンサイエンス資源を結集して、新たな学問分野「次世代ピコバイオロジー」構築のために、以
下の革新的研究を推進する。⑴ SPring-8（理研）、パルス中性子装置（原研）、赤外分光装置の有機的活用
によるピコメートルレベルのタンパク質構造解析、⑵ピコメートルレベルのタンパク質の構造・機能情報
にもとづく高次生命機能メカニズムの解明。 

本プログラムの目的：このような次世代ピコバイオロジーの構築に学生を主体的に参加させ、高度な研
究能力と新たな分野を拓く能力を修得させる。さらに、細胞から構造までの幅広い研究を複合的に進める
環境で切磋琢磨することにより、優れた洞察力と俯瞰力をもち、かつ周囲の人々の個性と能力を生かすこ
とのできる、リーダーとしての能力が育成される。次世代ピコバイオロジーは生命現象の理解を深めるだ
けでなく、疾患の機構解明、創薬、タンパク質の設計等の応用分野の発展にも大きく貢献する。したがっ
て、本プログラム修了者が活躍できる分野は、大学・研究機関のみならず、官公庁、健康・医療分野、環
境分野、教育機関、報道・出版界等、今後ますます増加すると考えられる。そこで産官各分野から広く参
画を仰ぎ、キャリアパス形成教育プログラムを設定する。 
なお、学生には、フォトンサイエンス装置を単なる訪問利用者として利用させるのではなく、国家的プ

ロジェクトによって建設された巨大な実験施設の装置開発と運用の実際を、常に現場に身を置くことによ
って学ばせる。これにより、研究者としてその技術をより深く理解するだけでなく、今後増加するであろ
う国家的巨大科学技術プロジェクトの政策企画に中心的な役割を果たす、行政のリーダーとしての能力も
涵養される。また、理研と当研究科との緊密な連携により、細胞から構造までの多様な装置利用者（学生、
教員）と装置開発者との日常的な交流が実現し、当研究科は装置開発に協力することを通じて、理研の巨
大設備の性能向上に貢献できる。SPring-8や SACLAなどの巨大装置は、常に海外との厳しい開発競争にさ
らされており、性能向上への不断の努力が欠かせない。装置開発者と利用者が同じ現場で共同作業を行う
ことは、その観点からきわめて有意義である。さらに、研究の必要性に即応した装置、方法の開発を伴う
独創的な実験研究を、学生が体験することができる。このような体験は本プログラムでこそ可能であり、
学生の研究能力を確実に向上させる。 

特色、優位性 
科学技術に関する国家的プロジェクトの政策企画リーダーが、巨大装置の開発や運用の困難さと予想

される問題点を熟知していることは、極めて重要である。このような新しいタイプの人材の育成は、本
プログラムでこそ可能である。一方、学生は装置開発を伴う共同研究に参画することにより、画期的な
装置開発が独創的実験研究にいかに重要であるかを実感できる。これも本プログラムでこそ可能である。
一方、本プログラム担当教員は、チトクロム酸化酵素や光化学系IIをはじめとする世界を先導する高分
解能の構造研究を推進し、近い将来生命科学の規範となることが予想される新学術分野、「次世代ピコバ
イオロジー」の構築を目指している。本プログラムによって、学生は世界的に他の追随を許さない一流
の研究環境に身を置き、生命科学の学術的動向において一歩先んじた学問分野を究めるとともに、新た
な分野の開拓を実体験できる。これほど充実した、生命科学を通じたグローバルオンリーワンリーダー
の育成環境は、世界的にも他に例を見ない。 



平成２８年４月１日現在 

  
 （機関名：兵庫県立大学  類型：オンリーワン型  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：フォトンサイエンスが拓く次世代ピコバイオロジー ） 

 

[公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コース
ワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、国際性あ
る研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなどについて、学
位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連携先機関があるも
のについては、それらも含めて記入してください。） 
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